




































等〉の関係（身分差なし）に 3 分類する（用例には A，B，C と記す）。なお，親疎関係によって単な
る上下関係では判断できない例は，適宜説明を加えることとする。体系表は，階層ごと，つまり，中
流以上の人々，下層の人々，芸妓（遣手，禿も含む）に分ける（７）。店の主人から客に対して用いる
例は，対称代名詞や呼称により高い敬意を表していると判断できる場合 A とし，他は B とする。また，












「お～なさいまし」），A から C までの広い範囲で用いられているグループ（「お～なさい」「お～なせ
へ」「～なさい」「～なせへ」「お＋動詞連用形」），B 以下で用いられているグループ（「～さっし」「～






まず，本調査の結果を【表 1， 2， 3】で確認する。「お～なさい」と「お～なせへ」は，【表 1】中流
以上の人々の使用では，A から C までの広い範囲で，【表 2】下層の人々の使用では B 以上で用いら
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れており，それぞれの階層内で似た分布を示している。ただし，【表 3】芸妓の使用では「お～なさ












上下関係 A〈下→上〉 B〈対等〉 C〈上→下〉 合計
話し手の性別 男性 女性 男性 女性 男性 女性
男性 女性 計
尊敬表現＼聞き手の性別 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
お～あそばしまし・ませ 　 　 6 　 1 　 1 　 　 　 　 　 1 7 8
お～あそばし・せ 　 1 2 3 　 　 2 1 　 1＊① 　 　 2 8 10
お～なさいまし・ませ 9 3 32 2 9 4 20 23 　 　 　 3＊② 25 80 105
お～なんし 　 　 　 　 　 　 　 1 　 　 　 　 0 1 1
お～なされ 　 　 　 　 2 　 　 　 　 　 　 　 2 0 2
お～なさい 3 5 8 　 23 9 52 17 1 2 　 4 43 81 124
お～なはい 　 　 　 　 　 　 3 　 　 　 　 1 0 4 4
お～なせへ 4 　 　 　 42 22 2 　 1 11 　 　 80 2 82
お＋動詞連用形 　 　 2 　 18 14 38 76 1 36 13 47 69 176 245
～なはいまし 　 　 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0 1 1
～なせんし 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 　 　 1 0 1
～なされ 　 　 　 　 2 　 　 　 1 　 　 　 3 0 3
～なさい 　 　 　 　 11 1 2 4 2 6 　 2 20 8 28
～なせへ 1 　 　 　 66 35 2 　 1 48 2 3 151 7 158
～さっし 　 　 　 　 157 2 　 　 2 8 　 　 169 0 169
～さっせへ 　 　 　 　 9 　 　 　 　 　 　 　 9 0 9
～さしゃい 　 　 　 　 2 　 　 　 3 2 　 　 7 0 7
～やれ 　 　 　 　 2 2 　 1 10 3 　 3 17 4 21
～や 　 　 　 　 1 13 　 3 5 2 　 5 21 8 29
れ・られ 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 　 　 1 0 1
～たまへ 　 　 　 　 9 1 　 　 　 4 　 　 14 0 14
合計 17 9 51 5 356 103 122 126 27 123 15 68 635 387 1022
＊①中流男性与四郎がふざけて芸妓の小万に対して用いた例である。
＊②この 3 例は全て洒落本において見られた例である。1 例は「お～なせへし」，2 例は「お～なせんし」の例である。
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表 3　芸妓の使用
上下関係 A〈下→上〉 B〈対等〉 C〈上→下〉
合計話し手の性別 女性 女性 女性
尊敬表現＼聞き手の性別 男性 女性 男性 女性 男性 女性
お～あそばし・せ 1 　 　 　 　 　 1
お～なさいまし・ませ 19 5 　 1 　 　 25
お～なまし 32 17 　 14 1 8 72
お～なんし 21 7 　 18 　 6 52
お～なさい 20 5 1 2 　 　 28
お～なはい 43 　 　 12 　 　 55
お～なせへ 3 　 　 　 　 　 3
お＋動詞連用形 38 4 9 22 10 10 93
～なさいまし 1 　 　 　 　 2 3
～なせへし 1 　 　 　 　 　 1
～ないまし 　 1 　 1 　 1 3
～なまし 22 14 　 8 3 19 66
～なんし 4 1 　 3 4 5 17
～なせへ 12 　 1 2 　 1 16
～や 　 　 　 　 3 5 8
合計 217 54 11 83 21 57 443
A〈下→上の関係〉，B〈対等の関係〉，C〈上→下の関係〉
表 2　下層の人々の使用
　上下関係 A〈下→上〉 B〈対等〉 C〈上→下〉 合計
話し手の性別 男性 女性 男性 女性 男性 女性
男性 女性 計
尊敬表現＼聞き手の性別 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
お～あそばしまし・ませ 1 　 3 3 　 　 　 　 　 　 　 　 1 6 7
お～あそばし・せ 　 　 　 4 　 　 　 　 　 　 　 　 0 4 4
お～なさいまし・ませ 28 8 16 13 1 1 1 2 　 　 　 　 38 32 70
お～なさい 1 2 6 4 1 　 　 4 　 　 　 　 4 14 18
お～なせへ 9 2 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 11 0 11
お＋動詞連用形 　 1 　 8 　 2 　 19 　 　 　 　 3 27 30
～なせへし 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 0 1
～なさい 　 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 0 1
～なせへ 5 6 　 　 14 　 7 21 　 　 　 　 25 28 53
～さっし 　 　 　 　 20 　 　 5 　 　 　 　 20 5 25
～さっせへ 4 　 　 　 　 　 2 　 　 　 　 　 4 2 6
～やれ 　 　 　 　 6 　 　 1 　 　 　 　 6 1 7
～や 　 　 　 　 7 　 　 4 　 1 　 　 8 4 12
～たまへ 　 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 　 1 0 1





















5 は，例 4 の米八の発言や態度を，下働きの女性が諫めている例である。
（例 5）〔米八さんと聲をかけ，〕どふもしうちがわるいヨ〔と心でいつて眼としかた〈下略〉〕（下
層女性→芸妓米八）【A】［『梅』初編巻之三 79］




























































まず，「～なさい」「～なせへ」について【表 1， 2， 3】の用例数の分布を確認する。【表 1】中流以
上の人々の使用では「～なさい」を B 以下，「～なせへ」を A から C までの広い範囲で，【表 2】下
層の人々の使用では，「～なさい」が A，「～なせへ」が B 以上で，【表 3】芸妓の使用では「～なさ
い」は見られず，「～なせへ」が A から C までの広い範囲で使用されている。用例数について「～な
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さい」：「～なせへ」を比較すると，中流以上の人々の使用が 31（「～なされ」3例，「～なさい」28例）：
158，下層の人々の使用が 1：53，芸妓の使用が 0：16 であり，各階層に共通して「～なせへ」の方
が多用され，「～なさい」の使用は少なくなっている（12）。さらに「～なせへ」の使用を性差から見て




































































































































まず，「お＋動詞連用形」の用例数の分布について，【表 1， 2， 3】を見てみよう。【表 1】中流以上
































例 30 は，下層女性のお春からお冬に対して用いられた例である。お春とお冬は 6 ～ 7 歳である。
下層の人々の間では，子供同士の会話では「お＋動詞連用形」を用いていたことがわかる。
（3）C〈上→下〉の関係における「お＋動詞連用形」の使用

























は A の関係で用いることができるが，「お～なせへ」を A の関係で用いるのは，聞き手を非難したり，
表 4　命令形以外の表現との比較
上下関係 Ａ〈下→上〉 Ｂ〈対等〉 Ｃ〈上→下〉
話し手の性別 男性 女性 男性 女性 男性 女性
表現形式＼聞き手の性別 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
ⅰ
お～なさる ○△ ○△ ○△□ △□ ○△ ○ ○□ ○△□ ○ ○
お～なさい ○△ ○△ ○△□ △□ ○△ ○ ○□ ○△□ ○ ○ ○
お～なせへ ○△※① △ □※② ○ ○ ○ ○ ○
ⅱ
～なさる ○△ ○△ □ ○ ○△ ○ ○△□ ○△□ ○ ○ ○
～なさい △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
～なせへ ○△※③ △ □ ○△ ○ ○△□ △□ ○ ○ ○ ○□




















































　⑽ 例 3 以外に同じような場面での使用が 1 例見られる。他の 2 例は中流男性から悪漢に対して用いられた例
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